


平
成
１４
年
度
の
決
算
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

長
引
く
不
況
に
よ
り
市
税
収
入
が
伸
び
悩
み
、
市
税
と

並
ぶ
基
幹
財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税
も
ま
た
、
落
ち
込
み

を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
扶
助
費
や
公
債
費
と

い
っ
た
義
務
的
な
経
費
は
増
加
を
続
け
て
お
り
、
行
政
コ

ス
ト
の
一
層
の
縮
減
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
事
業
の
選
択

が
財
政
面
で
の
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、決
算
の
状
況
や
財
政
指
標
、バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
（
貸
借
対
照
表
）
な
ど
を
用
い
て
分
析
を
行
い
、
財
政

の
運
営
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
状
況
を
定
期
的
に
皆
様
に
お
知
ら

せ
し
て
い
く
と
と
も
に
、
財
政
状
況
を
的
確
に
把
握
し
な

が
ら
、
市
民
生
活
の
向
上
と
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
行
き
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
１４
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算
状
況
に
加
え
、

経
常
収
支
比
率
や
財
政
力
指
数
な
ど
全
国
の
市
町
村
の
財

政
状
況
を
比
較
で
き
る
財
政
指
標
、
資
産
や
負
債
な
ど
の

蓄
積
状
況
を
示
し
た
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
、
民
間
企
業
に
お

い
て
は
損
益
計
算
書
に
当
た
る
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
の
概

要
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

差し引きＡ―Ｂ
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１億２４２万円

１，１７５万円

１，２１５万円

２３７万円

１３７万円

５５万円

１万円

２２３万円

２，４２５万円

７２万円

５８万円

２６３万円

２２万円

３万円

６２万円

８万円

１０万円

１９万円

６億５，５１４万円

△２億１，８７６万円

１億７３２万円

３３１万円

△１億８１３万円

１１億６，２１２万円
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市市 のの 財財 政政 状状 況況
――平平成成１１４４年年度度歳歳入入歳歳出出決決算算・・財財政政指指標標・・ババラランンススシシーートト・・行行政政ココスストト計計算算書書――

平平成成１１４４年年度度会会計計別別決決算算総総括括表表

おお知知ららせせししまますす



経常収支比率
（県内の市の平均：８８．０％）
人件費、扶助費、公債費など義務的
経費に、市税や地方交付税などの一
般財源がどのくらい支出されている
かを示したもの。その比率が低いほ
ど弾力的な財政運営ができ、市では
８０％程度が妥当とされている。

公債費比率
（県内の市の平均：１３．９％）
平均的な水準で行政を行った場合の
歳入規模に対する公債費（過去に借
りた借金の返済金）の割合で、借入
額の妥当性、財政の弾力性を見る指
標。低いほど財政に弾力性がある。

財政力指数
（県内の市の平均：０．４８２）
平均的水準で行政を行った場合に要
する経費に対する自主財源（市税な
ど）の割合を示したもの。「１」に近
いか「１」を超えるほど財源に余裕が
あり、数値が低いほど国からの地方
交付税に依存しているとされている。

４億２千万円
４億７千万円

２億１千万円
２億１千万円

１億円
１億円

３３３３億億３３千千万万円円
３３３３億億円円

１１８８億億５５千千万万円円
１１７７億億４４千千万万円円

８８億億１１千千万万円円
７７億億４４千千万万円円

市民税（個人）

市民税（法人）

固定資産税

市たばこ税

都市計画税

その他

鹿角市

８７．６

１２．６

０．３３３

大曲市

８９．２

１５．２

０．４８０

湯沢市

８９．７

９．７

０．４２８

男鹿市

８９．２

１１．３

０．４２０

本荘市

８８．７

１２．５

０．４９０

横手市

８７．９

１５．７

０．５１２

能代市

８８．９

１４．１

０．５４３

秋田市

８１．３

１６．７

０．６５４

大館市

８９．３

１７．１

０．４８２

経常収支比率

公債費比率

財政力指数

平成１４年度一般会計の総額は前年度と比べて歳入が１億７千万円、
歳出が１億６千万円減少しました。歳入については地方交付税と市税
が減ったためで、歳出については総務費や衛生費の支出が減ったこと
によるものです。

一一般般会会計計のの決決算算内内訳訳

そそのの他他 １１６６億億１１千千万万円円（（７７．．００％％））

商商工工費費 １１００億億３３千千万万円円（（４４．．４４％％））

農農林林水水産産業業費費１１２２億億４４千千万万円円（（５５．．４４％％））

衛衛生生費費 ２２００億億９９千千万万円円（（８８．．９９％％））

総総務務費費 ２２２２億億８８千千万万円円（（９９．．９９％％））

公公債債費費 ２２８８億億３３千千万万円円（（１１２２．．００％％））

教教育育費費 ３３１１億億１１千千万万円円（（１１３３．．６６％％））

土土木木費費 ３３４４億億１１千千万万円円（（１１６６．．４４％％））

民民生生費費 ５５２２億億７７千千万万円円（（２２２２．．４４％％））

財
政
力
指
数

歳歳出出 ２２２２８８．．７７億億円円

経常収支比率
公債費比率
財政力指数

０．７００

０．６５０

０．６００

０．５５０

０．５００

０．４５０

０．４００

０．３５０

０．３００

０．２５０

０．２００

県県内内各各市市のの財財政政指指標標
（（平平成成１１４４年年度度決決算算））

そそのの他他 １１３３億億３３千千万万円円（（５５．．６６％％））

分分・・負負担担金金、、使使用用料料ほほかか６６億億２２千千万万円円（（２２．．６６％％））
地地方方譲譲与与税税ほほかか１１２２億億６６千千万万円円（（４４．．９９％％））

諸諸収収入入 ６６億億円円（（２２．．５５％％））
県県支支出出金金１１１１億億８８千千万万円円（（５５．．１１％％））

市市 債債 ２２２２億億円円（（１１００．．３３％％））

国国庫庫支支出出金金２２３３億億６６千千万万円円（（１１１１．．００％％））

市市 税税 ６６６６億億１１千千万万円円（（２２７７．．５５％％））

地地方方交交付付税税
７７３３億億２２千千万万円円（（３３００．．５５％％））

歳歳入入 ２２３３４４．．８８億億円円

３０（億円）

（平成１５年５月３１日現在）

平成１４年度
平成１３年度

�借入先別現在高
（２２０億２千万円）

１００．０

９０．０

８０．０

７０．０

６０．０

５０．０

４０．０

３０．０

２０．０

１０．０

０．０

経
常
収
支
比
率
・
公
債
費
比
率
（
％
）

２０

一一般般会会計計のの市市債債のの状状況況

１０８

�目的別残高
（２２０億２千万円）

６

市市税税のの決決算算額額

広報大館２００３．１２．１

４２

�



バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
か
ら
分
か
る
こ
と

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
か
ら
分
か
る
こ
と

ババ
ララ
ンン
スス
シシ
ーー
トト
かか
らら
分分
かか
るる
ここ
とと

大
館
市
で
は
、
市
の
財
政
状
況
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
く

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
１４
年
度
の
決
算
に
基
づ
い
て
「
大
館
市

の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」（
平
成
１５
年
３
月
３１
日
現
在
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）
は
、
学
校
、
福
祉
施
設
、
道
路

な
ど
の
資
産
と
そ
の
建
設
の
た
め
に
必
要
と
な
っ
た
お
金
を
対
比
し
て
、

あ
る
一
時
点
に
お
け
る
市
全
体
の
資
産
や
負
債
を
示
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
従
来
の
「
歳
入
歳
出
決
算
書
」
で
は
分
か
ら
な
か
っ

た
資
産
や
負
債
の
状
況
を
と
お
し
て
市
の
財
政
状
況
を
よ
り
分
か
り
や

す
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
で
き
る
と
共
に
、
得
ら
れ
た
情
報
を

分
析
す
る
こ
と
で
、
健
全
で
効
率
的
な
財
政
運
営
に
生
か
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

１
�
増
え
た
資
産
と
減
っ
た
資
産

平
成
１４
年
度
末
と
１３
年
度
末
の
有
形
固
定
資
産
を

比
較
し
て
み
る
と
、
土
木
費（
４１
％
）と
教
育
費（
２９

％
）の
割
合
が
依
然
と
し
て
高
く
、資
産
残
高
も
増
加

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
理
由
と
し
て
、

土
木
費
で
は
市
道
有
浦
東
台
線
道
路
改
築
事
業
や
高

館
・
樹
海
公
園
新
設
事
業
と
い
っ
た
大
き
な
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
教
育
費
で
は
、
平
成
１４
年

度
か
ら
城
西
小
学
校
改
築
工
事
が
始
め
ら
れ
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
民
生
費
や
労
働
費
、
消

防
費
と
い
っ
た
費
目
で
は
資
産
残
高
が
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
減
価
償
却
費
に
伴
う
も
の
で
す
。

な
お
、
こ
の
残
高
が
低
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の

分
野
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
毎
年
度
の
予
算
で
高
い
割

合
を
占
め
る
民
生
費
の
多
く
は
扶
助
費
な
ど
の
よ
う

に
そ
の
年
度
に
お
い
て
消
費
さ
れ
て
し
ま
う
性
格
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
そ
の
た
め
、
社
会
資
本
の
形

成
と
は
結
び
つ
か
な
い
こ
れ
ら
の
経
費
は
、
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
に
は
表
わ
れ
て
き
ま
せ
ん
。

２
�
貯
蓄
と
借
り
入
れ
の
状
況
は
？

資
産
の
部
の
「
投
資
等
」
は
、
約
１
億
円
の
減
少

と
な
っ
て
お
り
、
中
で
も
基
金
（
市
が
行
う
積
立
金

や
運
用
資
金
）
の
減
少
が
大
き
い
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
城
西
小
学
校
改
築
事
業
の
た
め
に
教

育
施
設
等
整
備
基
金
を
取
り
崩
し
た
た
め
で
す
。

基
金
と
は
、
家
計
で
い
え
ば
貯
蓄
に
当
た
る
も
の

で
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
上
で
は
前
述
の
ほ
か
流
動
資

産
の
中
に
財
政
調
整
基
金
、
減
債
基
金
の
積
み
立
て

残
高
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
貯
蓄
に
相
当
す
る
こ

れ
ら
の
基
金
の
合
計
は
約
２４
億
円
で
す
が
、
そ
れ
に

対
す
る
借
金
（
負
債
の
部
・
地
方
債
と
翌
年
度
償
還

予
定
額
の
計
）
は
２
６
４
億
円
と
１０
倍
以
上
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

貸 方
資産調達の内容

（負債の部） これから負担する分

平成１３年度末 平成１４年度末

１．固定負債 ２８４億１千万円 ２８６億２千万円

（１）地方債 ２３８億円 ２４０億５千万円

（２）債務負担行為 ０円 ０円
① 物件の購入等 ０円 ０円
② 債務保証又は損失補填 ０円 ０円

（３）退職給与引当金 ４６億１千万円 ４５億７千万円

２．流動負債 ２３億円 ２３億５千万円

（１）翌年度償還予定額 ２３億円 ２３億５千万円

（２）翌年度繰上充用金 ０円 ０円

負 債 合 計 ３０７億１千万円 ３０９億７千万円

（正味資産の部） これまでの世代で負担した分

１．国庫支出金 １０１億８千万円 １０５億７千万円

２．都道府県支出金 ５３億３千万円 ５３億円

３．一般財源等 ３２３億５千万円 ３２４億４千万円

正味資産合計 ４７８億６千万円 ４８３億１千万円

負債・正味資産合計 ７８５億７千万円 ７９２億８千万円

�広報大館２００３．１２．１

ババ
ララ
ンン
スス
シシ
ーー
トト
、、行行
政政
ココ
スス
トト
計計
算算
書書

市市

のの

財財

務務

諸諸

表表

資産を取得す
るために使っ
た市税など

有形固定資産
を取得するた
めに使った国
や県からのお
金

平成１４年度末
の市債残高
（翌年度償還
分を除く）

平成１４年度末
に全職員が退
職した場合の
手当の試算額

翌年度の償還
元金

シ ー ト（平成１５年３月３１日現在）



バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で
は
表
す
こ
と
の
出
来
な
い
費

用
（
コ
ス
ト
）
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、

民
間
企
業
で
い
う
損
益
計
算
書
に
当
た
り
ま
す
。
地

方
自
治
体
が
１
年
間
に
要
し
た
費
用
を
、
人
に
か
か

る
費
用
、
物
に
か
か
る
費
用
と
い
っ
た
性
質
別
に
分

析
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
行
政
運
営
の
意
思

決
定
に
お
い
て
役
に
立
つ
情
報
で
す
。
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
と
併
せ
て
見
る
こ
と
で
、
市
の
活
動
内
容
を

よ
り
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

性
質
別
に
内
訳
を
見
る
と
、
移
転
支
出
的
な
コ
ス

ト
（
扶
助
費
、
補
助
費
等
、
繰
出
金
、
普
通
建
設
事

業
）
が
８５
億
円
（
構
成
比
４３
％
）、物
に
か
か
る
コ
ス

ト
（
物
件
費
、
維
持
補
修
費
、
減
価
償
却
費
等
）
が

６１
億
円
（
構
成
比
３１
％
）、人
に
か
か
る
コ
ス
ト
（
人

件
費
、
退
職
給
与
引
当
金
繰
入
額
）
が
４０
億
円
（
構

成
比
２０
％
）
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
１
人
当
た
り
の
行
政
コ
ス
ト
は
、
約
２９
万
５

千
円
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
内
訳
を
見
る
と
、

人
件
費
が
約
５
万
６
千
円
で
最
も
多
く
、
次
い
で
減

価
償
却
費
の
約
５
万
４
千
円
、
補
助
費
等
の
約
４
万

７
千
円
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

借 方
資金の使い道の内容

（資産の部） 将来に引き継ぐ財産

平成１３年度末 平成１４年度末

１．有形固定資産 ７２３億１千万円 ７３０億９千万円
（１）総務費 ２５億２千万円 ２６億円
（２）民生費 ７３億４千万円 ７０億３千万円
（３）衛生費 ６億１千万円 ６億１千万円
（４）労働費 ５億５千万円 ５億３千万円
（５）農林水産業費 ７６億６千万円 ７６億７千万円
（６）商工費 ２４億４千万円 ２５億４千万円
（７）土木費 ２９５億円 ３０１億９千万円
（８）消防費 ４億３千万円 ３億９千万円
（９）教育費 ２０９億３千万円 ２１２億２千万円
（１０）その他 ３億３千万円 ３億１千万円
（有形固定資産のうち土地）（１５８億５千万円 １６２億８千万円）

２．投資等 ４５億６千万円 ４４億５千万円
（１）投資及び出資金 １９億２千万円 １９億３千万円
（２）貸付金 ６億５千万円 ５億９千万円
（３）基金 １８億２千万円 １７億２千万円

� 特定目的基金 １１億円 １０億１千万円
� 土地開発基金 ７億円 ７億円
� 定額運用基金 ２千万円 １千万円

（４）退職手当組合積立金 １億７千万円 ２億１千万円

３．流動資産 １７億円 １７億４千万円
（１）現金・預金 １２億３千万円 １２億３千万円

① 財政調整基金 ４億８千万円 ４億９千万円
② 減債基金 １億２千万円 １億２千万円
③ 歳計現金 ６億３千万円 ６億２千万円

（２）未収金 ４億７千万円 ５億１千万円
① 地方税 ４億１千万円 ４億４千万円
② その他 ６千万円 ７千万円

資 産 合 計 ７８５億７千万円 ７９２憶８千万円

大 館 市 の バ ラ ン ス

（３％）

（１０％）

（１％）

（１％）

（１０％）

（３％）

（４１％）

（１％）

（２９％）

（１％）

行行行行行行行
政政政政政政政
コココココココ
ススススススス
トトトトトトト
計計計計計計計
算算算算算算算
書書書書書書書
ととととととと
ははははははは

（構成比）

農林道
等

地域総合整
備資金等

市庁舎、市民
文化会館等

墓園整備等

防火水槽
等

前年度からの
繰り越し現金

退職手当組合
積立金のうち
大館市の持分
相当額

湯夢湯夢の
里等

水道、病院事
業会計への
出資金等

特別導入貸
付牛購入基
金

小中学校、
樹海ドーム
周辺施設等

教育施設、
庁舎建設基金
等

市債の償還の
ための積立金

道路、公園、
市営住宅等

保育所、北部
老人福祉総
合エリア等

勤労者福祉
施設等

費用の部
人件費 ３６９，１６２
物件費 ２１４，３７３
維持補修費 ３５，０１７
扶助費 ２９０，８４５
補助費等 ３０８，６８１
普通建設事業費 ３４，１４０
災害復旧事業費 ２０，５２０
公債費 ７３，６４１
投資及び出資金 ７７９
繰出金 ２１３，８４５
減価償却費 ３５７，８８２
退職給与引当金繰入額 ２８，７６０
不納欠損額 ３，８５６

費用合計� １，９５１，５０１
収入の部

一般財源等 １，５２６，５２４
国庫支出金 １６８，０６５
県支出金 ７８，６５７
使用料・手数料 ５１，７８３
分担金負担金 １３，５４２
財産収入 ２２，９２６
繰入金 ３，７４６
諸収入 １０，５９０

収入合計� １，８７５，８３３

正味資産国庫（県）支出金償却額� ８５，１６５
期首一般財源等 ３，２３４，１７７
一般財源等増減額�－�＋� ９，４９７
期末一般財源等 ３，２４３，６７４

費用の部
人件費 ５５，７３４
物件費 ３２，３６５
維持補修費 ５，２８７
扶助費 ４３，９１０
補助費等 ４６，６０２
普通建設事業費 ５，１５４
災害復旧事業費 ３，０９８
公債費 １１，１１８
投資及び出資金 １１８
繰出金 ３２，２８５
減価償却費 ５４，０３１
退職給与引当金繰入額 ４，３４２
不納欠損額 ５８２

費用合計� ２９４，６２６
収入の部

一般財源等 ２３０，４６４
国庫支出金 ２５，３７３
県支出金 １１，８７５
使用料・手数料 ７，８１８
分担金負担金 ２，０４４
財産収入 ３，４６１
繰入金 ５６６
諸収入 １，５９９

収入合計� ２８３，２００

正味資産国庫（県）支出金償却額� １２，８５７
期首一般財源等 ４８８，２７３
一般財源等増減額�－�＋� １，４３１
期末一般財源等 ４８９，７０４

※平成１５年３月３１日現在人口６６，２３７人で除して算出。

（単位：万円）

（単位：円）

市市市市市市民民民民民民一一一一一一人人人人人人当当当当当当たたたたたたりりりりりり行行行行行行政政政政政政ココココココスススススストトトトトト計計計計計計算算算算算算書書書書書書

行行行行行行政政政政政政ココココココスススススストトトトトト計計計計計計算算算算算算書書書書書書
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私
が
夫
の
転
勤
で
弘
前
か
ら
大
館
に

引
っ
越
し
て
来
て
、
早
一
年
が
経
ち
ま

す
。
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
な
私
は
、

引
っ
越
し
て
来
た
当
初
か
ら
、
大
館
に

は
絵
に
な
る
場
面
が
と
て
も
多
い
と
感

じ
て
い
ま
し
た
。
中
で
も
私
が
一
番
気

に
入
っ
て
い
る
の
は
、
初
秋
の
こ
ろ
の

た
た
ず
ま
い
。
弱
っ
た
と
ん
ぼ
が
、
路

面
や
家
の
壁
、
人
の
頭
や
体
に
ペ
タ
ペ

タ
と
付
く
様
は
、
妙
に
こ
っ
け
い
で
か

わ
い
ら
し
く
、
童
画
に
は
も
っ
て
こ
い

の
ホ
ン
ワ
リ
と
し
た
良
い
雰
囲
気
を
醸

し
出
し
て
い
ま
す
。
私
は
大
館
の
街
並

み
を
見
て
、
こ
の
よ
う
な
絵
画
的
な
場

所
に
は
、
き
っ
と
素
敵
な
美
術
愛
好
家

が
い
る
だ
ろ
う
と
直
感
し
て
い
ま
し
た
。

気気
にに
なな
るる
おお
店店

そ
ん
な
時
、
住
ま
い
か
ら
さ
ほ
ど
遠

く
な
い
場
所
に
、
気
に
な
る
１
軒
の
お

店
を
発
見
し
ま
し
た
。
そ
の
お
店
の

シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
に
は
、
小
学
生
が

描
い
た
と
思
わ
れ
る
絵
や
、
プ
ロ
で
は

な
い
、
恐
ら
く
素
人
さ
ん
が
描
い
た
と

思
わ
れ
る
絵
が
何
点
か
飾
っ
て
あ
り
ま

し
た
。
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
前
に
置
か

れ
た
「
額
縁
２
割
引
き
」
の
立
て
看
板

の
イ
ン
パ
ク
ト
が
強
い
せ
い
か
、
私
は

最
初
、
額
縁
屋
さ
ん
と
勘
違
い
し
て
し

ま
い
、
入
る
こ
と
を
何
度
か
た
め
ら
っ

た
ほ
ど
で
す
。
そ
れ
ほ
ど
、
一
見
、
画

材
屋
さ
ん
に
は
見
え
な
い
お
店
で
す
。

今
回
、
私
が
リ
ポ
ー
ト
す
る
の
は
、

こ
の
画
材
屋
さ
ん
で
す
。
私
が
こ
の
お

店
に
通
い
始
め
た
こ
ろ
、
使
い
か
け
の

油
絵
具
や
オ
イ
ル
、
描
き
か
け
の
キ
ャ

ン
バ
ス
が
、
店
の
商
品
と
一
緒
に
置
い

て
あ
る
の
を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
れ
が
、

こ
こ
で
絵
を
習
っ
て
い
る
生
徒
さ
ん
の

も
の
だ
と
知
っ
た
の
は
、
も
っ
と
後
の

こ
と
な
の
で
す
が
、
そ
れ
ら
の
画
材
や
、

シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
に
飾
っ
て
あ
る
生

徒
さ
ん
の
絵
、
店
内
に
飾
っ
て
あ
る
お

客
さ
ん
が
置
い
て
行
っ
た
絵
な
ど
を
目

�広報大館２００３．１２．１

市民リポーターだより No.5

大大
館館
にに
洒洒
落落
たた
画画
材材
屋屋
ささ
んん
発発
見見

広広
報報
市市
民民
リリ
ポポ
ーー
タタ
ーー

佐佐
々々
木木
知知
恵恵
美美
ささ
んん
（（
中中
神神
明明
町町
））



に
し
た
時
、
私
は
こ
の
画
材
屋
さ
ん
に
、

商
売
を
抜
き
に
し
た
何
か
を
感
じ
た
の

で
す
。
絵
画
教
室
と
大
々
的
に
看
板
を

立
て
て
い
る
所
で
、
生
徒
さ
ん
の
絵
を

外
に
飾
っ
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
は
あ

り
ま
し
た
が
、
画
材
屋
さ
ん
で
飾
っ
て

い
る
の
は
始
め
て
で
し
た
。
大
抵
は
売

り
物
の
絵
が
置
か
れ
て
い
る
そ
の
場
所

に
、
大
事
そ
う
に
丁
寧
に
置
か
れ
て
い

る
生
徒
さ
ん
や
お
客
さ
ん
の
絵
を
見
て
、

こ
の
画
材
屋
さ
ん
を
詳
し
く
調
べ
て
み

た
い
と
い
う
衝
動
に
駆
ら
れ
ま
し
た
。

絵絵
をを
教教
ええ
るる
画画
材材
屋屋
ささ
んん

そ
の
画
材
屋
さ
ん
は
、
向
町
に
あ
る

「
が
く
ぶ
ち
と
画
材
の
エ
グ
チ
」
と
い

う
お
店
で
す
。
中
へ
入
る
と
、
こ
ぢ
ん

ま
り
と
し
た
店
内
に
は
、
所
狭
し
と
た

く
さ
ん
の
画
材
が
置
い
て
あ
り
ま
す
。

絵
を
描
く
道
具
以
外
に

も
、
子
供
の
工
作
用
品

や
、
ア
ニ
メ
の
セ
ル
画

な
ど
、
色
々
な
も
の
が

置
い
て
あ
る
の
で
、
見

て
い
て
全
然
飽
き
ま
せ

ん
。
そ
れ
に
加
え
て
、

子
供
が
お
小
遣
い
程
度

で
買
え
る
物
も
結
構
あ

り
ま
し
た
。
私
の
子
供

も
、
自
分
で
作
る
お
面

を
買
っ
て
き
て
、
家
で

せ
っ
せ
と
ペ
イ
ン
テ
ィ

ン
グ
（
着
色
）
し
て
、
出
来
上
が
っ
た

お
面
を
顔
に
か
ぶ
り
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

今
年
で
開
店
７
年
目
に
入
る
と
い
う

こ
の
お
店
は
、
お
客
さ
ん
か
ら
の
た
っ

て
の
要
望
で
、
４
年
ほ
ど
前
か
ら
、
格

安
の
料
金
で
水
彩
画
や
油
絵
を
教
え
て

い
ま
す
。
店
主
い
わ
く
、

お
店
に
生
徒
さ
ん
や
お

客
さ
ん
の
絵
を
飾
る
の

に
は
２
つ
の
訳
が
あ
る

と
の
こ
と
。
一
つ
は
、

公
衆
の
面
前
に
飾
る
こ

と
で
、
そ
れ
が
生
徒
さ

ん
の
励
み
に
な
り
、
絵

を
描
く
上
で
の
上
達
の

一
歩
に
な
る
こ
と
。
も

う
一
つ
は
、
道
行
く
人

が
、
飾
ら
れ
た
絵
に
目

を
留
め
、
様
々
な
批
評

を
お
店
に
返
し
て
く
れ
る
こ
と
で
、
店

主
と
道
行
く
人
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
そ
う

で
す
。
中
で
も
小
学
生
の
子
供
た
ち
が
、

同
級
生
の
絵
を
発
見
し
た
時
の
反
響
は

か
な
り
大
き
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
、
絵
を
描
く
だ
け
に
と

ど
ま
ら
な
い
人
と
人
と
の
関
係
、
人
と

の
輪
が
自
然
と
生
ま
れ
て
く
る
と
い
う

こ
と
を
、
店
主
は
大
事
に
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
学
校
に
行
け
な
い

子
供
、
会
社
に
行
け
な
い
大
人
が
増
え

る
昨
今
、
私
に
は
こ
れ
が
と
て
も
大
事

な
キ
ー
ワ
ー
ド
の
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。

お
店
の
リ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
中
、

軽
や
か
な
筆
さ
ば
き
で
、
少
年
の
絵
を

今
ま
さ
に
完
成
さ
せ
よ
う
と
一
心
に
絵

を
描
く
、
ご
婦
人
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
私
は
こ
の
か
た
か
ら
も
お
話
を

伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
婦
人
は
、
一
昨
年
前
か
ら
週
１
回

程
度
の
割
合
で
、
油
絵
を
習
い
に
来
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
の
か
た

が
絵
を
習
う
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け

は
、
店
内
に
飾
ら
れ
て
い
る
絵
に
魅
せ

ら
れ
、
ぜ
ひ
自
分
も
こ
う
い
う
絵
を
描

い
て
み
た
い
と
思
っ
た
か
ら
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
近
々
、
銀
行
の
ロ
ビ
ー
に

自
分
の
絵
を
飾
る
と
い
う
ご
婦
人
の
目

は
、
子
供
の
よ
う
に
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い

て
い
ま
し
た
。

おお
わわ
りり
にに

市市
内内
にに
はは
色色
々々
なな
種種
類類
のの
おお
店店
がが
ああ

りり
まま
すす
。。
ぜぜ
ひひ
皆皆
ささ
んん
もも
、、
ごご
自自
分分
のの

おお
気気
にに
入入
りり
のの
おお
店店
をを
探探
しし
てて
みみ
てて
はは

いい
かか
がが
でで
しし
ょょ
うう
かか
。。

最最
後後
にに
ここ
のの
リリ
ポポ
ーー
トト
をを
書書
くく
にに
ああ

たた
っっ
てて
、、
ごご
協協
力力
いい
たた
だだ
きき
まま
しし
たた
皆皆

ささ
んん
にに
心心
かか
らら
感感
謝謝
をを
申申
しし
上上
げげ
、、
結結

びび
とと
しし
まま
すす
。。

市民リポーターだより No.5
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広
報
大
館
で
は
、
笑
顔
の
写
真
を
募

集
し
ま
す
。
地
区
の
イ
ベ
ン
ト
や
学
校

行
事
、
家
族
旅
行
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

機
会
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
の
中
か
ら
、

と
び
っ
き
り
の
「
笑
顔
」
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
広
報
大
館
１
月
１
日
号
の
中

で
紹
介（
２０
点
程
度
）し
ま
す
。
ま
だ
余

裕
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

募
集
す
る
写
真

と
び
っ
き
り
の
「
笑
顔
」
が
写
っ
て

い
る
も
の

応
募
要
領

写
真
に
、
説
明
文
（
い
つ
、
ど
こ
で
、

ど
ん
な
時
に
撮
影
さ
れ
た
か
）
を
添

え
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
モ
デ
ル
の
か
た
の
新
年
の
誓

い
（
や
り
た
い
こ
と
や
目
標
な
ど
）

を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

※
応
募
い
た
だ
い
た
写
真
は
全
て
お
返

し
し
ま
す
。
ま
た
、
採
用
さ
れ
た
か

た
に
は
、
図
書
券
（
５
０
０
円
分
）

を
お
贈
り
し
ま
す
。

締
め
切
り

１２
月
１０
日（
水
）当
日
消
印
有
効

申
し
込
み
先

〒
０
１
７
―
８
５
５
５

大
館
市
字
中
城
２０
番
地

広
報
大
館「
と
び
っ
き
り
の
笑
顔
」係

問
総
務
課

�
４９
―
３
１
１
１
（
内
線
２
５
８
）

開 館 時 間・９時３０分～１７時１５分
１２月 の 休 館 日・１４日、２３日、２５日、２９日～３１日
１２月のテーマ図書・『レクイエム展』
よ み き か せ 会・５日（毎月第１金曜日）１０時３０分

『生まれてよかった』司書のおすすめ

家族で迎える新しい『いのち』
の誕生。その感動のドラマを、７
年にわたり撮影した写真と助産師
福岡光子さんの言葉で伝えます。
子どもたちの胸の痛む出来事が
続いています…。いのちの尊さと
人間の絆とは何かを問う写真集。

著 者
斎 藤 美奈子
天 木 直 人
江 原 敬 之
ＮＨＫ「こども」プロジェクト
青 木 雄 二
諸 星 ノ ア
ブ テ ィ ッ ク 社
淡 交 社
山 本 淳
兼 若 逸 之
下 田 香津矢
川 本 三 郎
上 野 創
逢 坂 剛
岸 惠 子
新 堂 冬 樹
森 谷 明 子
塩 野 七 生
島 村 洋 子
林 真理子
椎 名 誠
阿 川 佐和子
コーマック・マッカーシー
中 野 美 咲
やまわきゆりこ
はたこうしろう
ウォルター・ウィック
岩 崎 書 店
マーゴット・ツェマック

図 書 名
趣味は読書。
さらば外務省
江原敬之のスピリチュアル人生相談
４年１組命の授業
「銭」の教訓。
ひきこもりセキラララ
はじめてのエクステリア
骨董市へ行こう！
最新図解よくわかる小児ぜんそくの本
兼若教授の韓国案内
渓流釣り
林芙美子の昭和
がんと向き合って
燃える蜃気楼
風が見ていた 上、下
火と氷
千年の黙
愛の年代記
惚れたが悪いか
ａｎｅｇｏ
秘密のミャンマー
トゲトゲの気持
すべての美しい馬
百年たってわらった木
ぐりとぐらとすみれちゃん
ゆらゆらばしのうえで
ミッケ １～７巻
冒険ファンタジー名作選 全１０巻
みっつのねがいごと

新

着

一

般

書

新
着
児
童
書

�広報大館 ２００３．１２．１

そ
う

た

石

垣

颯

太
く
ん

広瀬飛一 日本図書センター

中央図書館 �４２－２５２５

（
た
つ
み
町
・
１
歳
７
カ
月
）

い
た
ず
ら
っ
子
だ
け
ど
、
甘
え
ん
坊
な
ん
で
す
。

ボ
ー
ル
の
よ
う
な
、
ま
あ
る
い
物
が
大
好
き
で
す
。

私の本棚

田

中

美

幸
ち
ゃ
ん

（
根
下
戸
・
１
歳
７
カ
月
）

お
ね
え
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
、テ
レ
ビ
を
見
な

が
ら
踊
り
ま
す
。
イ
チ
ゴ
味
の
ア
メ
が
お
気
に
入
り
。

ああ
なな
たた
のの
「「
笑笑
顔顔
」」
をを
見見
せせ
てて
くく
だだ
ささ
いい
！！



保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
生
活
習
慣
病

予
防
の
た
め
、
食
生
活
の
改
善
を
中
心

と
し
た
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
講
座
で
学
習
し
た
こ
と
を
実
践

し
て
も
ら
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
さ
ら

に
身
近
な
か
た
へ
そ
の
内
容
を
伝
え
て

い
た
だ
き
ま
す
。

ご
自
分
の
健
康
増
進
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
「
健

康
増
進
を
勧
め
て
い
き
た
い
」
と
い
う

意
欲
の
あ
る
か
た
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

対
象
者

学
習
し
た
こ
と
を
実
践
し
、
さ
ら
に

身
近
の
か
た
へ
学
習
内
容
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
、
全
て
の
講
座
に
参
加

で
き
る
か
た
。

定

員
・
２５
人

参
加
料
・
無
料

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

昨
年
来
、
全
世
界
を
揺
る
が
し
た
Ｓ

Ａ
Ｒ
Ｓ
（
新
型
肺
炎
）
が
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
広
ま
る
冬
期
に
、
再
び
流
行

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
が
疑
わ
れ
る
の
は
次
の
よ
う

な
場
合
で
す
。

中
国（
北
京
、香
港
な
ど
）、台
湾
、カ

ナ
ダ（
ト
ロ
ン
ト
）な
ど
の
感
染
地
域

（
伝
播
地
域
）か
ら「
帰
国
し
て
１０
日

以
内
に
、３８
度
以
上
の
高
熱
、咳
、呼

吸
困
難
」な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
。

心
配
な
か
た
は
病
院
で
診
察
を
受
け

る
前
に
、
ま
ず
「
保
健
所
へ
電
話
」
し

て
相
談
し
、
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
で
き
る
だ
け
外
出
を
控
え
て
、

人
と
の
接
触
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

大
館
保
健
所

�
５２
―
３
９
５
２

県
健
康
対
策
課

�
０
１
８
―
８
６
０
―
１
４
２
４

※
中
国
（
北
京
、
香
港
な
ど
）
や
台
湾

な
ど
の
感
染
地
域
へ
の
旅
行
は
、
十

分
に
検
討
し
、
細
心
の
注
意
を
払
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
日
ご
ろ
か
ら
、
外
出
後
の
手
洗
い
、

う
が
い
を
心
が
け
、
必
要
な
時
に
は

マ
ス
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。
目
、
鼻
、

口
を
触
る
時
は
手
を
清
潔
に
。

歯
の
健
康
は
、
食
事
や
会
話
を
楽
し

む
な
ど
、
豊
か
な
生
活
の
基
盤
で
す
。

ま
た
、
元
気
で
長
生
き
す
る
た
め
に
は
、

身
体
の
健
康
だ
け
で
な
く
、
生
涯
を
通

じ
た
歯
の
健
康
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

歯
科
医
を
受
診
す
る
の
が
大
変
だ
と

い
う
か
た
に
、
歯
科
医
師
が
訪
問
歯
科

診
療
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
口
腔
清
掃
、

義
歯
の
手
入
れ
の
仕
方
な
ど
、
日
常

の
歯
の
健
康
管
理
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
、

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

対

象
歯
科
受
診
が
困
難
な
４０
歳
以
上
の
在

宅
の
か
た

自
己
負
担
金

保
険
診
療
と
な
り
ま
す
の
で
、
治
療

費
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
医
師
の
交

通
費
（
実
費
）
も
必
要
で
す
。

と

き
・
１２
月
６
日（
土
）１４
時
〜
１６
時

と
こ
ろ
・
中
央
公
民
館

入
場
料
・
無
料

内

容
・
２
人
の
医
師
に
よ
る
講
演

テ
ー
マ
と
講
師

「
検
診
か
ら
始
め
よ
う
�
早
期
大
腸

が
ん
の
発
見
と
内
視
鏡
的
治
療
�」

鈴
木
胃
腸
科
歯
科
医
院
院
長

鈴

木

誠

治
氏

「
大
腸
が
ん
の
外
科
的
治
療
に
つ
い

て
」

弘
前
大
学
医
学
部
助
教
授

森

田

隆

幸
氏

※
ど
な
た
で
も
入
場
で
き
ま
す
。

問
大
館
市
北
秋
田
郡
医
師
会

�
４３
―
４
５
１
１

１０
月
１８
日
か
ら
２０
日
ま
で
の
３
日
間
、

徳
島
県
松
茂
町
で
行
わ
れ
た
、
第
１６
回

全
国
健
康
福
祉
祭（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
）

徳
島
大
会
卓

球
交
流
大
会

で
、
斎
藤
稔

さ
ん（
御
坂
・

８３
歳
）が
、最

高
齢
者
賞
を

受
賞
し
ま
し

た
。

講 座 日 程 と 内 容

内 容

・「市民の健康の現状と食事の関係」
・調理実習

・保健指導「コレステロールって何？」
・栄養指導「コレステロールと食事の関係No.１」
・調理実習

・保健指導「健診でわかること」
・栄養指導「コレステロールと食事の関係No.２」
・調理実習

・栄養指導「やせればコレステロールも下がる？」
・発表「私の食事改善のあれこれ」
・調理実習

・反省会
・栄養指導「食事の疑問あれこれ」
・調理実習

日 程

１６年１月１５日（木）
９時５０分～１３時

１月２７日（火）
９時５０分～１３時

２月１３日（金）
９時５０分～１３時

２月２７日（金）
９時５０分～１３時

３月１２日（金）
９時５０分～１３時

募 集

第
２８
回

「
地
域
の
医
療
を
考
え
る
集
い
」

ＳＳ
ＡＡ
ＲＲ
ＳＳ（（
新新
型型
肺肺
炎炎
））にに
ごご
注注
意意

食食
生生
活活
実実
践践
講講
座座
受受
講講
生生

�
あ
な
た
、
便
に
血
が
混
じ
っ

て
い
ま
せ
ん
か
�

申
問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
４２
―
９
０
５
５

ごご
利利
用用
くく
だだ
ささ
いい

訪訪
問問
歯歯
科科
診診
療療

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
で

斎
藤
さ
ん
に
「
最
高
齢
者
賞
」

申
問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
４２
―
９
０
５
５

国保だより
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平
成
１６
年
１
月
１
日
か
ら
、
４
種
類
の
戸

籍
の
届
け
出
の
際
に
は
、
届
け
出
る
か
た
に

身
分
証
明
書
を
提
示
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
届
の
当
事
者
の
う
ち
、
ご
本
人

と
確
認
で
き
な
い
か
た
や
、
市
役
所
に
お
い

で
に
な
ら
な
か
っ
た
か
た
に
は
、
戸
籍
の
届

け
出
が
あ
っ
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

近
年
、
当
事
者
の
知
ら
な
い
間
に
、
婚
姻

や
縁
組
な
ど
で
、
偽
り
の
届
け
出
が
さ
れ
、

戸
籍
に
そ
の
ま
ま
不
実
の
記
載
が
さ
れ
る
と

い
う
事
件
が
相
次
い
で
発
生
・
発
覚
し
、
社

会
問
題
化
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
身
分
証
明
書
の
提
示
と
当
事
者
へ

の
通
知
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
防
ぐ
た
め

に
行
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
身
分
証
明
書
を
お
持
ち
で
な
い
と
き
や
、

そ
の
届
の
当
事
者
の
う
ち
市
役
所
に
お
い

で
に
な
ら
な
か
っ
た
か
た
が
い
る
場
合
で

も
、
届
け
出
は
で
き
ま
す
。

暮暮
らら
しし
のの
情情
報報

※裁判の謄本などを添付した届け出は除きます。また夜間・休日に届け
出た場合は、確認を省略し、届の当事者に「お知らせ」で通知します。
※使者（本人に代わり、届書を持参するかた）がいらした場合は、その
使者に身分証明書を提示していただきます。

１０
月
３０
日
、
全
国
市
長
会
か
ら
指
名
を
受
け
、
東
北
地
方
の
市
を
代
表

し
て
、
赤
坂
御
苑
で
行
わ
れ
た
園
遊
会
に
初
め
て
出
席
し
ま
し
た
。
数
多

く
の
要
人
や
各
界
功
績
者
が
立
ち
並
ぶ
中
、
奇
し
く
も
、
皇
太
子
殿
下
か

ら
お
言
葉
を
頂
戴
す
る
栄
誉
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

５
年
前
の
平
成
１０
年
８
月
、
皇
太
子
殿
下
は
、
森
吉
山
麓
高
原
で
行
わ

れ
た
「
第
１２
回
日
本
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
」
へ
ご
臨
席
さ
れ
、
そ
の
折
り
に
、

大
館
郷
土
博
物
館
を
ご
視
察
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
が
館
内
を
ご
案
内
申

し
上
げ
ま
し
た
が
、
当
時
の
こ
と
を
覚
え
て
い
て
く
だ
さ
り
「
そ
の
後
ど

う
お
過
ご
し
で
す
か
」
と
お
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

大
館
の
話
を
い
ろ
い
ろ
し
ま
し
た
が
、
忠
犬
ハ
チ
公
に
話
が
及
ぶ
と
皇

太
子
妃
殿
下
も
お
話
に
加
わ
ら
れ
、
し
ば
し
忠
犬
ハ
チ
公
談
義
に
な
り
ま

し
た
。
皇
太
子
妃
殿
下
は
忠
犬
ハ
チ
公
の
飼
い
主
の
上
野
博
士
の
家
系
を

よ
く
ご
承
知
で
し
た
。

直
接
お
言
葉
を
頂
戴
す
る
だ
け
で
も
感
激
で
あ
り
、
大
変
名
誉
な
こ
と

な
の
で
す
が
、
両
殿
下
に
は
こ
の
大
館
に
深
い
ご
理
解
を
賜
っ
て
お
り
、

さ
ら
に
、
大
館
生
ま
れ
の
忠
犬
ハ
チ
公
を
よ
く
ご
認
識
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
私
た
ち
大
館
市
民
に
と
っ
て
は
、
非
常
に
嬉
し
い
こ
と
で
あ

り
、
誇
ら
し
い
こ
と
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
喜
び
を
分
か
ち
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
言
葉
に
感
激

秋
の
園
遊
会

市市
役役
所所

�
４４９９
││
３３
１１
１１
１１

身 分 証 明 書 の 例

運転免許証、パスポート、住基
カード（写真付きのもの）など、
官公署が発行する「顔写真付き
の証明書」

届 の 当 事 者

夫と妻

夫と妻

養父母と養子（女）

養父母と養子（女）

身分証明書を提示して
いただく戸籍の届

婚姻届

協議離婚届

縁組届

協議離縁届

�広広報報大大館館２２００００３３．．１１２２．．１１

４
種
類
の
戸
籍
の
届
け
出
の
際
は
、

「
身
分
証
明
書
」の
提
示
に
ご
協
力
を
！

No．２５４

市
長
リ
ポ
ー
ト

問
市
民
課
（
内
線
２
２
８
）

対象となる届と当事者



お問い合わせは
税務課（内線２１６、２３２、２３３）
大館税務署 �４２－１８４７

平成１５年分の申告（１６
年２～３月申告分）から
「作付面積２ha未満の水
稲（自家用畑を含む）以外
の農業所得標準」がなく
なります。
このため、販売を目的

とする野菜や果樹を作付けしているかたは、水稲及び
自家用畑を含むすべての農産物について、実際の収入
金額から実際の必要経費を差し引く「収支計算」で農業
所得を算出してください。

収支計算を行うためには、
１５年１月からの次の記録が必要です。

・農産物を販売したときの記録と、出荷伝票や請求書
及び領収書の控え、農業雑収入の記録

・農産物を自宅で消費したり、親戚などへ贈ったりし
たときの記録

・小作料を米などの現物で支払ったときの記録
・肥料、農薬、諸材料などの経費にかかわる記録と、
請求書や領収書など

・年末に未販売・未使用になっている農産物、肥料、
農薬、諸材料などの記録

作付面積２ha未満の
水稲標準（自家用畑があ
る場合を含む）は、平成
１５年分の申告（１６年２～
３月申告分）から、名称を
「農業所得簡易計算」と
改め、より簡単な計算方
式になります。

ここが違います！
これまで別途控除していた減価償却費、支払委託料、
土地改良区費などの「実額控除経費」を所得率に盛り
込んでいます。
○次のかたは収支計算での申告をお勧めします。
・有機栽培や無農薬栽培などの特殊な方法で栽培
している
・支払う小作料や作業委託料が多い
・大農具などを多く所有して必要経費が収入金額
を上回る

会場・電話番号

市 役 所 年 金 相 談 室
（内線２６３）

サン・アビリティーズ大館�４２－０７６９
フリーダイヤル ０１２０－１１０６２４
サン・アビリティーズ大館

�４３－２２０８
市 役 所 市 民 相 談 室

（内線２１４）
市 役 所 会 議 室

（内線３４８）
市 役 所 会 議 室
（次回は１／７）（内線２４７）
総 合 福 祉 セ ン タ ー

�４２―８１０１
総 合 福 祉 セ ン タ ー
二 井 田 公 民 館
総 合 福 祉 セ ン タ ー
長 木 公 民 館
花 岡 公 民 館
十 二 所 公 民 館
市 役 所 市 民 相 談 室

（内線２１４）

時 間

１０：３０～１５：３０

９：００～１６：００

９：００～１６：００

１０：００～１５：００

１０：００～１６：００

９：３０～１２：００
（予約制）
１３：３０～１５：００
（予約制）

１０：００～１３：００

９：００～１６：００

と き

毎週
月～木
毎週
月～金
毎週
月～金
１０日
（水）
２５日
（木）
３日
（水）
１８日
（木）
２日（火）
５日（金）
９日（火）
１１日（木）
１６日（火）
１７日（水）
毎 週 月・
火・木・金

相談内容

年 金

いじめ、子
育て一般

教 育

行 政

国 税

法 律

心配ごと

その他

と こ ろ

十二所 大館保健所〈成分献血〉

片山 大館地区総合事務所〈成分献血〉

川口 �株吉田産業大館支店

芦田子 大館園

根下戸新町 マックスバリュ大館西店

根下戸新町 大館三菱自動車販売�株片山営業所

餌釣 戸田鉄工�株

秋田職業能力短期大学校

東台病院

大館警察署

いとく片山店

大館工業高等学校

大田面 ダスキン大館支店

有浦 大館三菱自動車販売�株

下代野 東北光輪�株

今井病院

と き

９：００～１２：２０

１３：３０～１５：３０

８：３０～９：３０

１０：３０～１２：００

１３：３０～１６：３０

８：５０～９：４０

１０：００～１１：００

１２：００～１４：００

１４：３０～１５：３０

８：３０～１０：００

１０：２０～１１：３０

１３：００～１６：００

８：５０～１０：００

１０：２０～１１：３０

１２：００～１３：００

１４：００～１５：３０

２日
（火）

９日
（火）

１０日
（水）

１８日
（木）

１９日
（金）

販販売売用用のの野野菜菜やや果果樹樹をを作作付付けけすするる農農家家のの皆皆ささんんへへ

来来年年のの申申告告はは「「収収支支計計算算」」でで

稲稲作作農農家家（（作作付付面面積積２２hhaa未未満満））のの皆皆ささんんへへ

来来年年のの申申告告はは「「農農業業所所得得簡簡易易計計算算」」でで

金税

成分献血は予約制
大館保健所 �５２－３９５２

お気軽に
ご相談ください

月

月

１１２２

１１２２

血

談

広報大館２００３．１２．１

献

相

�



催

し

講
演
「
忠
臣
蔵
異
聞
」

忠
臣
蔵
に
ま
つ
わ
る
意
外
な
話
、

面
白
い
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と

き
・
１２
月
１３
日（
土
）１４
時

と
こ
ろ
・
中
央
図
書
館

講

師
小
松

宰
氏
（
忠
臣
蔵
研
究
家
）

※
入
場
無
料
で
す
。

中
央
図
書
館

�
４２
―
２
５
２
５

募

集

自

衛

隊

生

徒

給
与
を
支
給
さ
れ
な
が
ら
、
高
等

学
校
卒
業
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

資

格
中
学
校
卒
業
ま
た
は
見
込
み
の
か

た
で
１７
歳
未
満
（
昭
和
６２
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
元
年
４
月
１
日
生

ま
れ
）
の
男
子

締
め
切
り
・
１６
年
１
月
６
日（
火
）

試
験
日
・
１６
年
１
月
１０
日（
土
）

試
験
場
所
・
二
ツ
井
町
伝
承
ホ
ー
ル

自
衛
隊
大
館
出
張
所

�
４２
―
１
３
９
８

１６
年
度
認
可
保
育
園
児

募
集
年
齢

生
後
６
カ
月
〜
５
歳
児
若
干
名

城
南
保
育
園

�
４２
―
１
８
０
６

有
浦
保
育
園

�
４２
―
１
１
４
９

釈
迦
内
保
育
園

�
４８
―
２
２
３
１

十
二
所
保
育
園

�
５２
―
２
１
７
２

生
後
２
カ
月
〜
２
歳
児
若
干
名

大
館
乳
児
保
育
園
�
４２
―
５
１
３
０

生
後
３
カ
月
〜
２
歳
児
若
干
名

エ
ン
ジ
ェ
ル
保
育
園
�
４３
―
６
７
８
９

受
付
期
間

１２
月
１５
日（
月
）〜
２７
日（
土
）

福
祉
課
・
各
保
育
園

福
祉
課
（
内
線
４
０
７
）

子
ど
も
科
学
教
室
参
加
者

○
マ
イ
ナ
ス
１
９
６
℃
の
実
験
シ
ョ
ー

と

き
１２
月
６
日（
土
）１０
時
〜
１１
時
３０
分

参
加
料
・
無
料

○
音
の
出
る
秘
密
を
さ
ぐ
ろ
う
！

と

き
・
１６
年
１
月
１０
日（
土
）

１０
時
〜
１１
時
３０
分

参
加
料
・
無
料

○
豆
腐
や
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
を
作
っ
て

み
よ
う

と

き
・
１６
年
１
月
２４
日（
土
）

１０
時
〜
１１
時
３０
分

参
加
料
・
２
０
０
円

※
対
象
は
小
・
中
学
生
、
定
員
は
各

２４
人（
先
着
順
）で
す
。

※
１２
月
２
日（
火
）か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

郷
土
博
物
館
�
４８
―
７
１
０
１

そ

の

他

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

税
務
課
に
届
け
出
を

税
務
課
で
は
、
取
り
壊
し
た
住
宅

や
物
置
な
ど
の
家
屋
に
、
来
年
度
の

固
定
資
産
税
が
課
せ
ら
れ
な
い
よ
う

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
家
屋
を
取

り
壊
し
た
と
き
に
は
、
課
税
誤
り
を

防
ぐ
た
め
、
税
務
課
へ
お
届
け
く
だ

さ
い
。

な
お
、
法
務
局
で
「
建
物
滅
失
登

記
」
の
手
続
き
を
お
済
み
の
か
た
は
、

届
け
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
売
買
や
相
続
な
ど
で
、
登
記
さ
れ

て
い
な
い
家
屋
の
所
有
者
が
変
更

さ
れ
た
と
き
も
お
届
け
く
だ
さ
い
。

税
務
課
（
内
線
２
３
１
）

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営

む
す
べ
て
の
事
業
所
を
対
象
に
、
そ

の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団

体
の
行
政
施
策
の
基
礎
資
料
や
、
企

業
や
大
学
で
の
研
究
資
料
、
小
・

中
・
高
等
学
校
で
の
教
材
な
ど
に
利

用
さ
れ
ま
す
。

大
館
市
で
は
１２
月
下
旬
か
ら
来
年

１
月
ま
で
、
調
査
員
が
各
事
業
所
に

お
伺
い
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

企
画
振
興
課
（
内
線
２
６
８
）

問申
・
問

申問申
・
問

問問

申し込み先など

受け付けは１２／２
から。女性セン
ター
�４９－７０２８

受け付けは１２／９
～１１。職業訓練
センター
�４３－５８１７

受け付けは１２／３
９時から。コミュ
ニティセンター
�４７－７０７０

定員

２０人
（先着順）

２０人
（先着順）

１０人
（先着順）

各
２０人

１２人

１２人

１２人

費 用 ・ 持 ち 物 な ど
エプロン、三角きん、
ふきん（２枚）、材料費（２，０００円）

エプロン、三角きん、
ふきん（２枚）、材料費（２，０００円）

筆記用具、下着（一式）、帯、参加
は無料です。

求職者のためのパソコン操作習得全６コース。マ
ウス＆キーボード、ワード、ウィンドウズ、エク
セル、パワーポイントなど。ただし、平成
１３・１４年度中に１０コース以上受講されたかたは
受講できません。受講料（無料）、教材費（実費）

花はさみ、エプロン、
材料費（２，０００円）

花はさみ、エプロン、
材料費（１，２００円）

花はさみ、エプロン、
材料費（１，５００円）

と き

１２月１０日（水）１０：００～１２：００

１２月１８日（木）９：３０～１２：００

１２月１１日（木）、１３日（土）、１８日（木）、２０日（土）
木曜日は１８：３０～２０：３０、土曜日は１３：３０～１５：３０

平成１６年１月～３月

１２月１８日（木）９：３０～１２：００

１２月２０日（土）１０：００～１２：００

１２月２８日（日）１０：００～１２：００

ところ

女 性
センター

職業訓練
センター

北部シルバー
エ リ ア
コミュニティ
セ ン タ ー

教 室 ・ 講 座 名

クリスマス・お正月
料理を楽しむ会

クリスマスケーキを
つくろう

お正月に着物で過ごし
てみませんか（全４回）

ＩＴ講習

ドライフラワー「正月
のアレンジメント」

フラワーアレンジメント「ク
リスマスのアレンジメント」

フラワーアレンジメント
「正月のアレンジメント」

園

芸

教

室

�広報大館２００３．１２．１

市 役 所
�４９－３１１１お知らせ



墓
地
内
の
水
道
を
閉
栓
し
ま
す

凍
結
防
止
の
た
め
、
小
柄
沢
墓
園
、

十
瀬
野
公
園
墓
地
内
の
水
道
を
閉
栓

し
ま
す
。

閉
栓
期
間

１２
月
６
日（
土
）〜
１６
年
３
月
１２
日（
金
）

※
小
柄
沢
墓
園
は
東
雲
閣
の
水
道
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

生
活
環
境
課
（
内
線
２
０
６
）

粉
じ
ん
作
業
に
従
事
し

「
じ
ん
肺
管
理
区
分
２
」の

決
定
を
受
け
て
離
職
し
た
か
た
へ

従
来
か
ら
健
康
管
理
手
帳
が
交
付

さ
れ
て
い
た「
じ
ん
肺
管
理
区
分
３
」

で
離
職
さ
れ
た
か
た
に
加
え
「
じ
ん

肺
管
理
区
分
２
」
の
決
定
を
受
け
て

離
職
し
た
か
た
も
、
健
康
管
理
手
帳

の
交
付
を
申
請
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

健
康
管
理
手
帳
交
付
者
は
、
毎
年

１
回
、
じ
ん
肺
に
か
か
る
エ
ッ
ク
ス

線
写
真
の
検
査
、
肺
が
ん
な
ど
の
検

査
を
国
の
費
用
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

該
当
す
る
か
た
は
、
大
館
労
働
基

準
監
督
署
に
照
会
の
う
え
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

大
館
労
働
基
準
監
督
署

�
４２
―
４
０
３
３

個
別
労
働
関
係
紛
争
の

「
あ
っ
せ
ん
」を
行
っ
て
い
ま
す

秋
田
県
地
方
労
働
委
員
会
で
は
、

労
働
者
個
人
と
事
業
主
間
の
労
働
条

件
な
ど
が
原
因
の
紛
争
（
個
別
労
働

関
係
紛
争
）
の
迅
速
な
解
決
の
た
め
、

専
門
家
に
よ
る「
あ
っ
せ
ん
」を
行
っ

て
い
ま
す
。

明
確
な
理
由
が
な
い
の
に
退
職
を

迫
ら
れ
て
い
る
、
事
前
説
明
な
し
に

賃
金
を
大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
な

ど
、
労
働
関
係
の
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル

に
対
処
し
ま
す
。

費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

秋
田
県
地
方
労
働
委
員
会
事
務
局

�
０
１
８
―
８
６
０
―
３
２
８
４

高
速
道
路
の
交
通
情
報
は

「
ハ
イ
ウ
ェ
イ
テ
レ
ホ
ン
」で

日
本
道
路
公
団
で
は
、
高
速
道
路

の
通
行
止
め
や
チ
ェ
ー
ン
規
制
、
渋

滞
な
ど
の
交
通
情
報
を
「
ハ
イ
ウ
ェ

イ
テ
レ
ホ
ン
」
を
通
じ
て
２４
時
間
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

特
に
冬
期
間
は
、
悪
天
候
で
交
通

に
支
障
を
き
た
す
日
が
多
く
な
り
ま

す
。
お
出
か
け
の
際
は
、
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
で
高
速
道
路
の
交
通
情
報

を
確
認
さ
れ
て
か
ら
、
出
発
し
ま

し
ょ
う
。

「
ハ
イ
ウ
ェ
イ
テ
レ
ホ
ン
」

�
０
１
８
―
８
２
６
―
１
６
２
０

日
本
道
路
公
団
東
北
支
社
十
和
田

管
理
事
務
所

�
０
１
８
６
―
３５
―
３
３
０
０

市

民

の

善

意

▽
福
祉
事
務
所
扱
い

佐
々
木
房
枝
さ
ん（
川
原
町
）５
万
円

▽
社
会
福
祉
協
議
会
扱
い

佐
藤
富
美
子
さ
ん（
鉄
砲
場
）健康

器
具

商
業
高
等
学
校

３
６
、
１
３
０
円

大
館
市
舞
踊
虹
の
会

１０
万
円

大
館
市
盲
人
会

４
、
５
０
０
円

常
盤
木
町
商
店
街
振
興
会

１
５
、
０
０
０
円

女
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ぎ
く
の
会

５
、
０
０
０
円

大
館
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

７
、
１
０
０
円

大
館
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

５
、
０
０
０
円

梅
井
テ
ツ
エ
さ
ん（
南
ケ
丘
）プル

タ
ブ

高
橋
信
二
さ
ん（
田
代
町
３
区
）ピア

ノ

西
大
館
婦
人
会

６
、
８
６
０
円

桜
町
婦
人
会

布
オ
ム
ツ

問

申問 〒０１７―０８７２大館市片山町３丁目１０―１６
県教育庁高校教育課中高一貫教育校開設
準備班 �４３―０９５５

メールアドレス ikkan@daisho-h.akita-c.ed.jp

応募要領
漢字、ひらがな、カタカナのいずれも使うこ
とができます。（漢字の場合は、ふりがなを
付けてください）
応募方法
官製はがきか電子メールに、校名とその理由、
住所、氏名、年齢、電話番号を記入してくだ
さい。１人何点でも応募できますが、はがき
１枚につき、１点とします。
締め切り・１２月１５日（月） 当日消印有功

○凍結防止のために
・蛇口を全開にしてから凍り止め栓を閉じ、水
が完全に下がってから蛇口を閉めてください。
・水道管がむき出しになっている部分には、毛
布などを巻き、さらにビニールなどで覆って
防寒対策をしてください。
・床下にある換気孔は閉じてください。
・メーターボックスには、防寒のために発泡ス
チロールなどを入れてください。
○凍り止め栓の操作は正確に
・凍り止め栓の開け閉めは、回らなくなるまで
完全に行ってください。これが不完全だと、
凍り止め部分から地下に水が漏れ、多額な水
道料金を支払うことになる場合があります。
○メーターボックス周辺の除雪を
・積雪のため検針できない場合があります。多
額の水道料金の原因となる漏水は、毎月の検
針で早く発見できます。メーターボックス周
辺はこまめに除雪してください。
※年末年始は込み合うため、開栓・閉栓の申し
込みは５日前までにお願いします。

問

問

問

問 水道課（内線２９５）
お済みですか 水道設備の冬じたく

秋田県立中高一貫教育校校名募集

（（完完成成予予想想図図））

広報大館２００３．１２．１�




